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1.
  
視

覚
障

害
者

の
PC

利
用

D
O

S→
W

in
do

w
s

画
面

の
文

字
、
入

力
情

報
を
読

み
上

げ

晴
眼

者
と
の

文
字

情
報

共
有

視
覚

障
害

者
へ

の
W

in
do

w
s普

及
は

遅
れ

た

普
及

が
遅

れ
た
背

景

G
U

Iの
な
じ
み

に
く
さ

支
援

技
術

開
発

の
遅

れ

U
N

IX テ
キ
ス
ト
画

面
を
音

声
・
点

字
に
す
る
こ
と
で
利

用
可

能

日
本

で
は

実
用

的
な
ア
ク
セ
ス
手

段
な
し

D
O

S端
末

か
ら
ロ
グ
イ
ン
し
て
操
作



2.
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 B
EP

の
特

徴
Em

ac
sを

音
声
化

高
機
能
エ
デ
ィ
タ

: 
な
ん
で
も
で
き
る
拡
張
性

キ
ー
入
力
、
音
声
出
力
で
使
え
る
統
合
環
境

日
本
語
と
英
語
の
音
声
化
；
Bi

lin
gu

al
知
的
活
動
に
は
両
方
が
必
要

日
本
語
音
声
化
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
機
能

漢
字
と
カ
ナ
の
説
明
読
み
，
音
声
に
よ
る
文
字
種
の
識
別

Li
nu

xと
W

in
do

w
sで

動
作

初
の
公
開
さ
れ
た

Li
nu

x用
日
本
語
音
声
環
境

マ
ル
チ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
、
同
じ
操
作
性



2.
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 E
m

ac
sp

ea
k

○
T.

V.
 R

am
an

氏
が

自
身

の
た
め
に
開

発

・
視

覚
障

害
を
持

っ
た
技

術
者

が
必

要
と
す
る
機

能
を
網

羅
；

メ
ー
ル

、
N

EW
S、

W
EB

、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
開
発
環
境
、
文
書
作
成

...
・
自
分
で
機
能
を
拡
張
で
き
る

○
聴

覚
に
最

適
化

し
た
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス

・
後
で
デ
モ

: 
ca

le
nd

ar
○

Li
sp
部
は

Em
ac

sが
動
く
と
こ
ろ
（
O

S）
な
ら
ど
こ
で
も
動

く

○
日

本
の

ユ
ー
ザ

に
使

え
な
い
理

由

・
英

語
以

外
の

言
語

を
考

慮
し
て
い
な
い

・
Li

nu
xで

の
み

動
作

す
る
が

、
日

本
に
は

Li
nu

xを
使
う
視
覚
障
害

者
は
少
な
い
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 B
EP

の
開
発

（
+
；
LC

2K
以
降
の
機
能
）

日
本
語
の
入
力
・
確
認
支
援

高
い
応
答
性

ス
ピ
ー
チ
サ
ー
バ
に
よ
る
日
英
バ
イ
リ
ン
ガ
ル

Em
ac

sp
ea

kの
自
然
な
拡
張

(+
)

機
能
を
す
べ
て
継
承

新
し
い
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
機
構

(+
)

状
況
に
応
じ
た
言
語
選
択
、

三
つ
の
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
モ
ー
ド

Li
nu

x/
W

in
do

w
sで

同
レ
ベ
ル
の
バ
イ
リ
ン
ガ
ル

(+
)

日
本
の

Li
sp
パ
ッ
ケ
ー
ジ
対
応
強
化

(+
)
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 情
報

の
流

れ

1.
Li

sp
部

i.
ユ
ー
ザ
の
操
作
や
イ
ベ
ン
ト
を
ト
リ
ガ
と
し
て

ii.
Em

ac
s内

部
か
ら
情
報
を
収
集

iii
.

必
要
な
情
報
取
捨
選
択
し
、
聴
覚
に
適
し
た
形
に
変
換

iv
.
ス
ピ
ー
チ
サ
ー
バ
の
標
準
入
力
へ

2.
ス
ピ
ー
チ
サ

ー
バ

部

i.
日
英
の
エ
ン
ジ
ン
が
声
に
す
る



BE
Pの

構
成

図

Li
sp

部
ス
ピ
ー
チ
サ

ー
バ

ー
部
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 L
is

p部
の

バ
イ
リ
ン
ガ
ル

化

拡
張

；
英

語
の

み
⇒

マ
ル

チ
リ
ン
ガ
ル

Em
ac

sp
ea

kの
コ
ア
部

分
を
再

定
義

1.
バ
ッ
フ
ァ
中
で
言
語
を
判
定
し
、
言
語
プ
ロ
パ
テ
ィ

を
セ
ッ
ト

(e
n,

 ja
)

2.
言
語
に
即
し
て
読
み
方
を
変
更

3.
ス
ピ
ー
チ
サ
ー
バ
の
言
語
切
り
替
え
を
制
御



3.
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 言
語

プ
ロ
パ

テ
ィ
；
言

語
の

切
り
替

え

言
語

を
示

す
言

語
プ
ロ
パ

テ
ィ

文
字
セ
ッ
ト
や
周
囲
の
状
況
か
ら
割
り
当
て

こ
れ

は
En

gl
is

hで
す
。
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 言
語

プ
ロ
パ

テ
ィ

:文
字
の
読
み
方

「
(」
を
読

ま
せ

る
場

合

オ
リ
ジ
ナ
ル

Em
ac

sp
ea

k
sp

ea
k-

ch
ar

 →
「
le

ft
 p

ar
en

」
→

ス
ピ
ー
チ
サ
ー
バ

N
ew

 B
EP

sp
ea

k-
ch

ar
 →

(j
aな

ら
) 

sp
ea

k-
ch

ar
-j

a
→

「
カ
ッ
コ
ヒ
ラ
キ
」

(e
nな

ら
) 

sp
ea

k-
ch

ar
  

  
→

「
le

ft
 p

ar
en

」

→
ス
ピ
ー
チ
サ

ー
バ



3.
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 ２
種

類
の

英
語

の
読

み
方

ネ
イ
テ
ィ
ブ
読

み
英
語
音
声
で
読
み
上
げ

bu
t/

ba
t、

lig
ht

/r
ig

ht
 を

区
別
で
き
る

カ
タ
カ
ナ
読

み
辞
書
で
カ
タ
カ
ナ
読
み
に
変
換

bi
lin

gu
al
→
バ
イ
リ
ン
ガ
ル

日
本
語
と
し
て
読
み
上
げ

ロ
ー
マ
字
を
正
し
く
発
音

英
語
に
不
慣
れ
で
も
聞
き
取
り
易
い



3.
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 三
つ
の

バ
イ
リ
ン
ガ
ル

モ
ー
ド

ネ
イ
テ
ィ
ブ
英
語
モ
ー
ド

英
数

字
は

す
べ

て
ネ
イ
テ
ィ
ブ
読

み

正
し
い
発

音
と
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン

長
い
文

章
に
適

す
る

混
在
モ
ー
ド

短
い
英

数
字

列
は

カ
タ
カ
ナ
読

み

混
在

モ
ー
ド
が

、
た
い
て
い
は

自
然

に
聞

こ
え
る

カ
タ
カ
ナ
英
語
モ
ー
ド

す
べ
て
を
カ
タ
カ
ナ
読
み

日
本

人
に
と
っ
て
は

正
確

な
聞

き
取

り
が

可
能

英
語
能
力
の
差
異
に
対
応
で
き
る



4.
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 現
状

公
開 IP

A未
踏

ソ
フ
ト
の

補
助

を
得

て
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行

い
つ
つ
開

発 BE
Pの

W
EB

に
て
配
布

ht
tp
://
w
w
w
.a
rg
v.
or
g/
be
p/

一
部

の
パ

ワ
ー
ユ
ー
ザ

が
日

常
利

用

ユ
ー
ザ
の
評
価

長
所

；
バ

イ
リ
ン
ガ
ル

長
所
；
軽
快
な
操
作

欠
点
；
斜
め
読
み

/一
時
停
止
で
き
な
い

欠
点
；
Em

ac
sは

難
し
い
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 B
EP

の
今

後
課

題 バ
イ
リ
ン
ガ
ル
拡
張
機
能
の
安
定
化

連
続

読
み

上
げ
へ

の
カ
ー
ソ
ル

追
従

機
能

読
み

を
ス
ト
ッ
プ
し
た
と
こ
ろ
に
カ
ー
ソ
ル

を
移

動

Li
nu

x用
イ
ン
ス
ト
ー
ル

パ
ッ
ケ
ー
ジ
の

強
化

RP
M

, D
EB

な
ど
。
イ
ン
ス
ト
ー
ル

を
簡

略
化

日
本

語
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
整

備

将
来
の
テ
ー
マ

フ
リ
ー
な
音
声

W
EB

ブ
ラ
ウ
ザ

の
開

発

点
字

出
力

対
応

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

速
く
て
も
聞

き
易

い
フ
リ
ー
の

音
声

合
成

(要
望

)
多
言
語
対

応



5.
  
デ
モ

日
英

バ
イ
リ
ン
ガ
ル

AU
I:

 c
al

en
da

r
電

子
メ
ー
ル

: 
M

ew
プ
ロ
グ
ラ
ム
開

発
/V

oi
ce

-lo
ck

: 
C-

m
od

e



6.
  
ま
と
め

日
英

バ
イ
リ
ン
ガ
ル

の
視

覚
障

害
者

向
け

Em
ac

s音
声

化
環

境
を
作

成
し
公

開

特
徴
、
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
概
説

Li
nu

xの
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
向

上
が

重
要

日
本
は
遅
れ
て
い
る

求
む
開

発
者

！
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